
X-PRESS FEEDERS

X-Press Feeders社は1972年にシンガポールで設立された、世界最大規模のコンテナ・フィーダー専業船社です。
東南アジア域内にてサービスを開始いたし、その後、アジア全域、中近東、アフリカ、カリブ海、中南米、地中海、
そして欧州域内に進出をして、全世界を網羅するフィーダー網を確立しております。

2025年時点で、世界87航路のサービス網にて180港の寄港を数え、年間5.9 million TEUのコンテナを

輸送いたしました。



X-Press Feeders社は、現在、700TEUから7000TEUクラス100隻以上のコンテナ船を保有する、世界第13位
の船腹量を誇る船社ですが、これらの船腹の全てが、フィーダー専業船社として、日本を始めとする各顧客
船社殿のフィーダー輸送に供しております。

また、独立系コモン・キャリアであるX-Press Feeders社は、コンテナの所有・リース・運用のいずれも行わず、
自社貨物を輸送する事もありません。 このビジネスモデルにより、XPF社は業界全体に於いて、顧客船社様に
信頼をされ、かつ完全な中立的な輸送パートナーとして活動する事が可能となっております。

XPF社は世界中に自営オフィス、ないしは代理店網を巡らせておりますが、日韓フィーダー航路に関しましては
日本、韓国ともベン・ライン・エージェンシーズが総代理店としての業務を遂行しております。



Ben Line Agencies

Ben Line Agenciesは1825年にスコットランドで設立された、英国系の老舗海運代理店会社であり、
昨年2025年には創立200周年を迎える事となりました。

創業以来、かつては日英独船社によるアジア～欧州間コンテナ共同配船の“Trio Group”に代表される、自社保有
船舶を運航するオーナー・オペレーター会社であったBen Lineですが、1980年代以降に大きな事業転換を図り、
経営の軸足を海運代理店業へ、更に、総合海事事業グループへと変身を遂げております。



Ben Lineは現在、アジア地域を中心に18か国130か所の拠点に2300人の社員を擁して、X-Press Feeder社を含む
船社代理店、並びに、その他の海運業務を行っています。

SHIPPING GAZET









BNX service

BNXサービスの特徴

➢ 釜山 –秋田 –釜山間の定曜日ウィークリー運航
➢ 1 x 700TEU積載コンテナ船によるシャトル・サービス
➢ 秋田港国際コンテナ・ターミナル（オペレータ・秋田海陸殿）
➢ 顧客船社殿母船との接続に配慮した、釜山港新港 (Busan New Port –

HJNC)への寄港



BNX寄港スケジュール

寄港地 ターミナル 寄港日
釜山 釜山新港 (HJNC) 木/金
富山 富山新港国際物流ターミナル 日
秋田 秋田港国際コンテナターミナル 月
新潟 新潟東港コンテナターミナル 火



BTX service



BTXサービスの特徴

➢ 苫小牧寄港最大級の1500TEU capacity size vessel

➢ 釜山 –苫小牧 –釜山間のシャトル便サービス
➢ 潤沢なReefer Plugの本船装着
➢ 顧客船社母船との接続に配慮した、釜山港新港 (Busan New Port – HJNC)への寄港


















	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19

